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柔軟な検索結果再ランキングインタフェースの開発 
開発者：山本 岳洋 

検索結果を閲覧しているときに… 興味のある単語を「強調」すると… 選択した単語を含んだ 
検索結果が上位に表示されます 

興味のない単語を「削除」すれば 
不要な検索結果を下位に 

検索結果を閲覧しているときに， 
「こんな話題の検索結果がもっと見てみたい！」であるとか， 
「こんな検索結果は全然いらない！」と思ったことはありませんか？ 

本システムは，そのような思いをそのままインタラクションとして 
表現することで，検索結果を自由に並びかえることができる 
インタフェースを提供します． 

この機能により，いちいち検索キーワードを作成し直したり 
検索結果を下位の方まで閲覧したりする必要が無くなります 

また，あらゆるWebサービスの検索結果を並びかえるために， 
高度な知識を必要としない，直感だけで作成可能な 
HTMLパーサー作成機能を提供します． 

http://rerank.jp/rerankall/ 

画面を見ながら直感的に 
WebサービスのHTMLパーサーを 

作成可能です 

論文を被引用数順に 
商品を価格順にといった 
並びかえも簡単にできます 


